














 

乳児突然死症候群(以下 SIDSと略す)の頓挫例(以下 near miss 乳児と称す)は日常の呼吸、

とくに睡眠時の呼吸の型が健康児と異なるとされており、これまでも near miss乳児の呼

吸パターンに関する研究は少くない。しかし、それらの呼吸パターン認識の方法は、単位

時間内の無呼吸の数あるいは呼吸数によるものであり、統計的な有意差が、near miss 乳

児と健康乳児との間に生じても、臨床上、SIDS危険乳児を鑑別するのにどれだけ有効であ

るか疑問である。 

 この研究は乳児の睡眠時呼吸波の全体的な型を詳細に調べて、near miss 乳児に特徴的

な型の有無を検討しようとするものである。このような呼吸パターン認識は、今までほと

んど行われておらず、したがって方法論も基準も皆無である。すなわち、これまでは不規

則な呼吸をしているといっても、特殊な不規則呼吸(Cheyne-Stokes,Kussmaul など)を除い

ては、全く主観的な認識にすぎず、不規則呼吸の定義あるいは基準といったものが確立さ

れねば、near miss 乳児の呼吸パターンの特徴も認識すべくもない。 

 不規則呼吸を呼吸パターンから認識するためには、したがって大量の呼吸パターン分析

を行っていくほかなく、現在その作業を進行させているが、ここでは呼吸パターン認識の

方法と、それによる near miss 乳児の差の程度を単例を用いて紹介する。 


